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は
じ
め
に

　

教
育
委
員
会
で
は
十
八
年
度
に
、

市
内
の
文
化
財
の
保
存
・
活
用
計

画
を
ま
と
め
た
「
小
城
ど
こ
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
屋
根
の
な
い
博
物

館
」
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

回
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

一　

策
定
の
目
的

　

小
城
市
総
合
計
画
「
宝
ぴ
か
ぴ

か
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ

く
小
城
市
全
域
（
佐
賀
弁
で　

ど

こ
で
ん
）
を
屋
根
の
な
い
博
物
館

と
み
な
し
、
各
地
域
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
（
お

宝
）
の
保
存
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二　

こ
れ
か
ら
の
文
化
財
の
保
護

　

市
内
の
指
定
文
化
財
の
適
切
な

保
護
、
そ
の
他
の
文
化
財
の
調
査

及
び
指
定
、
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
観
光
と
の
連
携
と
い
う
視

点
に
立
ち
、
市
内
全
域
を
屋
根
の

な
い
博
物
館
と
し
て
位
置
づ
け
ま

す
。
文
化
財
の
散
策
コ
ー
ス
の
設

定
や
説
明
板
の
整
備
な
ど
を
行
う

な
ど
、
文
化
財
の
保
存
・
整
備
・

活
用
を
は
か
り
ま
す
。
現
地
に

「
来
て
、
見
て
、
ふ
れ
る
」
こ
と

に
よ
っ
て
直
接
小
城
の
歴
史
・
文

化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三　

歴
史
･文
化
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
展
開

　

小
城
市
立
歴
史
資
料
館
を
拠
点

施
設
と
し
て
小
城
を
七
つ
の
地
域

（
展
示
館
）
に
分
け
ま
し
た
。
展

示
館
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史

の
特
色
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

①
や
ま
な
み
展
示
館　
　
　
　
　

天
山
山
系
の
自
然
、
歴
史

②
仏
の
里
展
示
館　
　
　
　
　
　

平
安
時
代
か
ら
の
仏
教
文
化

③
小
京
都
の
ま
ち
な
み
展
示
館　

肥
前
千
葉
氏
・
小
城
鍋
島
氏
の

歴
史
・
文
化

④
弥
生
の
風
展
示
館　
　
　
　
　

土
生
遺
跡
・
久
蘇
遺
跡
等
の
弥

生
時
代
の
遺
跡

⑤
長
崎
街
道
と
宿
場
町
展
示
館　

長
崎
街
道
に
栄
え
た
牛
津
宿

⑥
石
工
の
里
展
示
館　
　
　
　
　

牛
津
町
砥
川
の
肥
前
石
工
の
石

造
物

⑦
開
拓
と
干
拓
展
示
館　
　
　
　

芦
刈
の
干
拓
の
歴
史
・
松
土
居

四　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
、
市

民
協
働
の
視
点
か
ら

①
文
化
財
の
保
存
と
今
後
の
管
理

　

文
化
財
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
管
理
が
十
分
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
価
値
が
損
ね
ら
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
文
化
財
の
価
値
や
そ

の
現
状
を
再
調
査
し
、
十
分
に
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
上
で
保
存
管
理
を
行
い
ま
す
。

②
文
化
財
の
活
用　

　

地
域
の
方
に
文
化
財
の
活
用
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体

で
事
業
に
携
わ
る
事
に
よ
り
、
郷

土
の
こ
と
を
見
つ
め
な
お
し
、
さ

ら
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、

小
城
の
お
宝
応
援
隊

　

文
化
財
の
保
存
・
活
用

小
城
の
語
り
部　

　

地
域
の
歴
史
・
文
化
財
の
ガ
イ

ド
・
講
師

小
城
だ
い
で
ん
学
芸
員　

　

地
域
の
歴
史
・
文
化
財
の
調

査
・
展
示
協
力

の
養
成
、
登
録
を
計
画
し
ま
す
。

五　

産
業
振
興
と
観
光
と
の
連
携

　

文
化
財
を
貴
重
な
観
光
資
源
と

位
置
づ
け
、
歴
史
・
文
化
を
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

「
小
城
は
か
せ
」
の
認
定
制
度

等
を
計
画
し
ま
す
。

六　
「
小
城
ふ
る
さ
と
学
」の
提
唱

　

文
化
財
を
通
じ
て
小
城
の
歴

史
・
文
化
を
学
び
、
未
来
に
継
承

し
ま
す
。

　

小
城
ふ
る
さ
と
学
講
座
・
古
文

書
講
座
の
開
講
。

七　
「
物
語
の
道
」

　

小
城
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
の

長
い
歴
史
「
小
城
物
語
」
が
あ
り

ま
す
。
小
城
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
や
特
徴
の
あ
る
文
化
財
な
ど

に
つ
い
て
深
い
理
解
を
得
る
た
め

に
、
「
物
語
の
道
」
と
し
て
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
コ
ー
ス
設
定

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

財
マ
ッ
プ
「
お
宝
地
図
」
の
作
成

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

物
語
の
道
と
し
て
「
書
聖
梧
竹

さ
ん
を
あ
る
く
」
・
「
千
葉
氏
ゆ

か
り
コ
ー
ス
」
・
「
国
登
録
有
形

文
化
財
め
ぐ
り
」
等
魅
力
あ
る

コ
ー
ス
が
多
数
あ
り
ま
す
。

八　

情
報
提
供
に
つ
い
て

　

市
内
の
文
化
財
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
市
民
や
来
訪
者
に

対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発

信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①　

ま
ち
か
ど
展
示

　

民
間
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
公
共
施

設
・　

世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺

２２

産
を
活
用
し
、
「
わ
が
家
の
お

宝
」
展
示
な
ど
の
開
催
を
検
討

し
ま
す
。

②
サ
イ
ン
計
画

　

わ
か
り
や
す
く
、
統
一
し
た
サ

イ
ン
案
内
・
説
明
板
の
設
置
。

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

文
化
財
の
情
報
を
ま
と
め
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
「
小
城
な
ん
で

ん
百
科
事
典
」
と
し
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
も
検
討

し
ま
す
。

九　

構
想
実
現
に
向
け
て

　

「
小
城
ど
こ
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な

事
業
計
画
の
策
定
・
実
施
を
検
討

し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
市
内
の

文
化
財
保
護
団
体
や
文
化
財
の
所

有
者
、
市
役
所
の
関
係
課
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
構
想
に
つ
い
て
は
市
民

図
書
館
小
城
館
・
三
日
月
館
・
牛

津
分
室
・
芦
刈
分
室
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

担
当　

文
化
課　

古
庄
・
本
村

　

緯　

−

８
８
０
９

７３

「
小
城
ど
こ
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
構
想
を
策
定

小
城
は
ど
こ
で
ん
博
物
館

小
城
は
ど
こ
で
ん
博
物
館

小
城
は
ど
こ
で
ん
博
物
館

来
て
、

来
て
、

来
て
、

来
て
、
見
て
、

見
て
、

見
て
、

見
て
、ふ
れ
る

ふ
れ
る

ふ
れ
る

ふ
れ
る
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小城どこでんミュージアム　屋根のない博物館　七つの展示館
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平成19年度全国高等学校総合体育大会

2007 青春・佐賀総体
２００７年７月２８日（土）～８月２０日（月）

　いよいよ今月２８日から佐賀県で平成１９年度全国高等学校総合体育大会（２００７青春・佐賀総体）が開幕します。
７月２８日から８月２０日の間に、２９競技において日本の頂点を目指してハイレベルな熱戦が展開されることを期
待しています。高校生が生み出す君色の風は、この夏佐賀と多くの人々に感動と感銘を与えてくれることで
しょう。
　佐賀県内で行われる各競技種目をご紹介いたします。（日程・会場等は、２００７ 青春・佐賀総体　　公式ホー
ムページhttp://saga-soutai.jp/official/の中で確認していただくか、各市町実行委員会にお尋ねください。）
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　小城市では、７月２９日からハンドボール競技とバドミントン競技が４会場で開催され、全国の県予選を勝ち
抜いた選手たち約２，０００人が訪れ熱戦を繰り広げることでしょう。そこで大会を前に、ハンドボール競技とバ
ドミントン競技の特性について触れさせていただき、両競技をより楽しんでいただくきっかけとし、全国から
出場する選手たちの活躍を応援したいと思います。

「２００７青春・佐賀総体」ハンドボール競技大会

　ハンドボールの見所は、攻撃する側のスピード感豊かなパスワーク、パワーをいかした豪快なロングシュー
ト、さらにゴールエリアに飛び込んでのアクロバティックなシュート、空中を飛び交うスカイプレーなどがあ
ります。守備する側は、一点も入れさせまいと必死に守る選手陣のブロックやパスカット、ゴールを守ろうと
するキーパーとの一騎打ちなどがあります。双方の駆け引きが相まって進むダイナミックなゲーム展開はハン
ドボール独特のものであり、そのゲーム展開に引き付けられるでしょう。

※ハンドボール競技は、神埼市、川副町及び白石町でも開催されます。

「２００７青春・佐賀総体」バドミントン競技大会

　バドミントン競技の見所は、バドミントンと聞けば、羽子板のようにゆったりとしたものと考える人もいる
でしょう。しかし、実際のスポーツとしてのバドミントンはそのようにゆったりとしたものではありません。
シャトルの早さが初速で時速３００キロにも及ぶスマッシュ、ネットすれすれに落ちていくドロップ、高く打ち
上げるクリアーなどの多種なショットがあります。様々なショットが存在するため、先読みすることも難しく
少しでも気を抜けば、あっと言う間に得点をとられてしまいます。そのため、戦略性の高い試合が展開され、
選手の一振り一振りがバドミントンの見所で、インターハイレベルのゲーム展開は一瞬たりとも目が離せない
ものとなるでしょう。

※バドミントン競技は、武雄市、江北町及び大町町でも開催されます。

「マナーアップ・クリーンアップさが」県民運動　展開しています。
　「２００７青春・佐賀総体」を機会に、佐賀を訪れる方々は約５５万人と予想されて
います。ホスピタリティー（温かくもてなす誠意）をもって接し、佐賀での思い
出を心に残してもらえるように、「マナーアップ・クリーンアップさが」県民運
動を展開していきます。そして、佐賀総体を契機に、佐賀固有の温かさやより暮
らしやすい地域として醸成できるようにしたいものです。

開催期間ハンドボール競技会場

平成１９年７月２９日～７月３１日
小 城 市 三 日 月 体 育 館

小 城 市 芦 刈 文 化 体 育 館

開催期間バドミントン競技会場

平成１９年７月２９､３１日､８月１日
小 城 市 牛 津 体 育 セ ン タ ー

小 城 市 立 牛 津 中 学 校 体 育 館

【問合せ】　平成１９年度全国高等学校総合体育大会　小城市実行委員会事務局
　　　　　（小城市教育委員会生涯学習課内（小城庁舎））担当　田中・池田　緯０９５２－７３－８８０８
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◆ 「小城市防災行政無線設備」
　　　　　　　　　の再整備を行います。

なぜ、再整備を行うの？
（1）防災行政無線本体の老朽化が進ん
　　でいます。
　　（牛津地区、昭和６０年整備）　
（2）デジタル化するためには、旧町の
　　システムがバラバラだったものを
　　統一する必要があります。（芦刈
　　地区は戸別受信機で整備、他は屋
　　外スピーカを主体に整備）
（3）更新する場合には、国の指導でデ
　　ジタル化する必要があります。

主にどんな、再整備を行うの？
（1）市内全域で原則「屋外スピーカー」
　　（屋外子局）を中心とした
　　整備を行います。
（2）戸別受信機は、公共施設
　　（避難所）等に設置します。
（3）放送内容を電話や市のホーム
　　ページでも確認できるように
　　します。

☆再整備は、平成19年度から平成21年度まで行います。
　整備を行う主な内容と地区はつぎのとおりです。

平成１９年度の主な整備内容 平成２０年度の主な整備内容

①牛津庁舎の整備

②牛津地区屋外スピーカー
　（屋外子局）の更新

⑤小城地区屋外スピーカー
　（屋外子局）の更新

⑥芦刈地区屋外スピーカー
　（屋外子局）の増設・移設

平成２１年度の主な整備内容

⑦三日月地区屋外スピーカー
　（屋外子局）の更新

⑧戸別受信機の撤去
　（芦刈地区）

④小城・三日月・芦刈庁舎無線電話の設置

③公共施設等への戸別受信
　機の設置

※放送がどこまで伝わるかの調査の結果、　
　屋外スピーカー（屋外子局）の位置が変
　わる所もあります。

市民の安全・安心のため、防災行
政無線の整備に対するご理解と、
ご協力をお願い致します。

【問合せ】総務課　消防交通係 （牛津庁舎）
　　　　　担当　山口　緯６３－８８００
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雨
季
を
前
に　
　
　
　
 

　
　

防
災
訓
練
を
実
施

　

５
月　

日
（
日
）
に
小
城
町
江

２７

里
山
川
流
域
で
土
砂
災
害
に
対
す

る
全
国
統
一
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域
住
民
や

消
防
団
、
小
城
消
防
署
や
小
城
警

察
署
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
を
得

て
、
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
住
民

参
加
に
よ
る
避
難
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
、
避
難
所
に
指
定
さ

れ
た
小
城
公
民
館
岩
松
支
館
で
は
、

避
難
さ
れ
て
き
た
住
民
を
対
象
に

小
城
消
防
署
よ
り
救
急
救
命
の
講

習
や
市
保
健
師
に
よ
る
健
康
診
断

等
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祇
園
川
沿
い
の
三
日
月

町
東
部
地
区
を
対
象
に
浸
水
被
害

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。
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小城市総合計画（政策の紹介②）小城市総合計画（政策の紹介②） No.４
　今月号では、６つの政策のひとつである政策２「自然と共生する快適で安全・安心なまち」とそのための８つの施
策及び１９年度の主な取り組みについてお知らせします。
　次回は、政策３「健康・福祉日本一を目指すまち」を紹介します。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口　緯６３－８８０３

政策２「自然と共生する快適で安全・安心なまち」

　天山から有明海までの優れた自然や貴重な歴史・文化を有するまちとして、環境・景観を重視した特色あるまちづくりを市民と一体
となって推進し、佐賀県をリードする環境・景観先進地の形成を目指します。
　また、うるおいのある親水・親緑空間の保全と創造をはじめ、快適な暮らしに欠かせない水道・下水道の整備、循環型社会の形成に
向けたごみ・し尿等廃棄物処理体制の充実、更には災害や交通事故、犯罪のない総合的な危機管理の推進に努め、自然や歴史・文化と
共生し、快適で安全・安心な暮らしが実感できる、質の高い居住環境づくりを進めます。

（１）自然環境・景観の保全と創造　
（１）施策の目的
　清水川が名水百選に選ばれるなど優れた自然、貴重な歴史・文化を有するまちとして、環境・景観を重視した特色ある美しいまちづ
くりを進めます
（２）１９年度の主な取組み
　○環境基本計画の策定　○市民協働による春・秋の一斉清掃

（２）公園・緑地の整備　　　　　　
（１）施策の目的
　いこいの場、交流の場、子どもの遊び場の確保と快適で安全な環境づくりに向け、公園・緑地の整備を進めるとともに、緑化運動を
展開します。
（２）１９年度の主な取組み
　○小城公園、海遊ふれあいパークなどの管理運営
　○地域環境緑化事業（苗木の配布）と普及啓発事業（第１回海と山の自然を守り隊in天山の開催）

（３）水道水の安全・安定供給　　　
（１）施策の目的
　水道事業を充実し、安全でおいしい水の安定供給を図ります。
（２）１９年度の主な取組み
　○老朽管更新事業　○配水管網の整備（新設・管の増径工事）　

（４）下水道の整備　　　　　
（１）施策の目的
　美しく快適な環境づくりと公共用水域の水質保全に向け、下水道の整備及び加入促進を図ります。
（２）１９年度の主な取組み
　○芦刈浄化センターの建設（１９年度～２１年度）　○下水道管の整備　○各浄化センターなどの管理運営

（５）循環型社会の形成　　　　　　　　
（１）施策の目的
　循環型社会の形成に向け、廃棄物の適正処理、３Ｒ※運動の促進、不法投棄の防止に努めます。
（２）１９年度の主な取組み
　○粗大ごみ等処理事業　○ごみカレンダーの作成・配布　○小城消防署北分署南倉庫への資源物収集（ストックヤード）の設置

（６）消防・防災体制の充実　　　　
（１）施策の目的
　あらゆる災害に強いまちづくりに向け、地域消防力を強化させるとともに、総合的な防災体制を確立します。
（２）１９年度の主な取組み
　○防災行政無線整備事業（１８年度～２１年度）　○消防団運営事業
　○消防施設・設備整備事業（消防積載車・小型動力ポンプなどの整備、防火水槽の設置）

（７）交通安全・防犯体制の充実　　
（１）施策の目的
　交通事故や犯罪のない安全・安心で住みよいまちづくりに向け、交通安全対策を充実させ、防犯体制を強化させます。
（２）１９年度の主な取組み
　○通学路防犯灯設置事業　○交通安全施設整備事業（カーブミラー・ガードレール・転落防止柵などの整備）

（８）安全な消費生活の充実　　　　
（１）施策の目的
　市民が安心して消費生活を送れるよう、消費者対策を充実します。
（２）１９年度の主な取組み
　○消費生活出前講座（公民館・社会福祉協議会などで講座を開催）
　○消費生活相談窓口（市民課消費生活相談係内に設置。毎週月・水・金曜日に午前１０時から午後４時まで受付）

１．政策の内容

２．施策の内容 政策を実現するための施策！

※リデュース（Reduce：発生抑制）・リユース（Reuse：再利用）・リサイクル（Recycle：再生利用）のことで、廃棄物をできるだけ出さ
　ない社会に向けた運動。
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　働く女性などの子育て環境の充実　
○子育て相互支援事業　南部地区への推進
　援助をしたい方（協力会員）が援助を受けたい方（利用会員）の子育てをお手伝いする「小城市子育て相互
支援事業」を牛津・芦刈地区の南部地区でも取り組むため、協力会員と利用会員の募集・広報を行いました。
今後、南部地区にも子育て相互支援センターの支部とサブリーダーを配置し、事業を推進していきます。
○母子自立支援員、家庭相談員の相談日数の拡大　（週３日を月１７日に拡大）
○子育てガイドブックの作成
○すくすく子育て相談会の開催　（発育が遅かったり、行動面が気になるなどの心配がある親子を対象に、予
約制による個別相談「すくすく子育て相談会」を月１回開催）

　やる気のある起業者の支援　　市民病院の充実　

○小城市中心市街地の空き店舗を活用したお店を募集
　募集の結果、１８年度は１件開始されました。

○小児科の再開（月～金午前中のみ再開）
○産婦人科の診療時間延長とリラクセーション外
来の開始
○経営改革対策委員会の設置

　小城市防災体制の強化　

○消防団の体制強化「女性消防団の誕生」～愛称「さくら」～
○消防団との連携による防災訓練の実施　　　　○建設業協会と災害時協定を締結

　学校給食や市の施設での地元資材の調達率の向上　

○ふるさとの食の日の充実
○市学校給食センター「全国学校給食甲子園」で特別賞受賞

　小城市観光資源の磨き上げと個性ある観光地づくり　

○清水の滝と紅葉のライトアップ実施
○小城市観光協会の観光ポスターが銀賞／日本観光協会会長賞を受賞
○関東の各町人会の代表者１３人に「小城市親善大使」を委嘱及びＰＲ用名刺の配布
○小城市内の観光名所の写真等でデザインした名刺の台紙を作成

　史跡の保存・活用によるふるさと教育の充実　

○～小城どこでんミュージアム～屋根のない博物館構想の策定
○佐賀大学との交流による特別展「成立期の小城藩と藩主たち」を開催

　小城市では、市長公約を基本とした重点実施計画を１７年度に策定し、市政推進において優先的かつ重
点的に取り組んでいます。
　計画期間は、原則４年間（平成１７年度～平成２０年度）です。
　今回は、平成１８年度に取組んだ主な内容２２項目のうちの一部（７項目の概要）を紹介します。
　詳細については、ホームページで公表しています。また、市民の皆さんが閲覧できるよう小城庁舎市
民課、三日月庁舎社会福祉課、牛津庁舎企画課、芦刈庁舎農林水産課、小城市民図書館（小城館、三日
月館、牛津分室、芦刈分室）にも設置しています。
　　　　　　　　【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口　緯６３－８８０３

小城市重点実施計画　平成１８年度に取組んだ主な内容小城市重点実施計画　平成１８年度に取組んだ主な内容
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　小城市は本年度から、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「ス
ローライフなまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感
じ、それらを暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値観に気づいていただくとともに、「緩急自在」に
それぞれにあった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すものです。

　スローライフなまちづくりに取り組むための第一歩として、市職員及び市民の方を対象とした研修会を
５月２２日（火）に開催しました。夜の部には多くの市民の方が参加され、江里山の甘露水のお茶やようか
ん・のりそばかりんとうを片手に講師の先生に質問したり意見を述べたりと、にぎやかな研修会となりま
した。

【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・田中
　　　　　　緯６３－８８０３　胃６３－８８０８　Ｅメール　kikaku@city.ogi.lg.jp

No.4

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

Part②

○スローライフ漫画

～結果ばかりにとらわれすぎて、過程を見過ごしていませんか？　過程も大切にしましょう～

内容版！

○スローライフとは？ 
講師：ＮＰＯスローライフ・ジャパン事務局長　野口智子さん

　スローライフは、イタリアのスローフード運動から発展し
て生まれた言葉・考え方で、ただ昔に戻りましょう、ゆっく
りしましょうということではなく、「緩急自在」に“ゆっく
り”と“急ぐこと”を自在に使いこなすことが、本当のス
ローライフです。今の時代、何でもファストになってしまい
がちなので、ゆっくりという事を意識的に心がけてバランス
よく暮らしましょうとお話しされました。
　また、スローライフへの理解を深めるため、衣食住など身
近な暮らしにおけるスローとファストについて考えたほか、
各地で取り組まれているスローライフ月間の事例についても
説明されました。

○いま、なぜ、この小城で？ 
講師：ＮＰＯスローライフ・ジャパン理事長　川島正英さん

　小城にはすばらしい自然環境・伝統・歴史・文化が存在し
ているので、もともとスローライフ的な暮らしがある。そう
いった小城のよさを再発見し、見直しながら、どう活かして
いくかを考えていく必要があること。また、その際には合併
後の４つのまちの融合や市民と行政との協働で実施していく
ことの必要性についてお話しされました。
　さらに、スローライフ運動は、地方から中央を変えていく
動きだということ。現在、国が提唱している「美しい国づく
り」は、スローライフ運動のような、地域性や特色をもつ地
方自治体が行っている動きが重なり合うことで、できあがる
だろうと述べられました。

小城スローライフ　そのまちづくりを考える画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

☆小城市で、あなたが直感的に感じる「これってス
ローよね」と思うこと・ものなど、プラン作りの素材
となる「種」を募集しています。下記担当までお寄せ
ください。
※様式は自由です。氏名・連絡先を明記してください。
（電話、持参、郵送、ＦＡＸ、メール可）

☆スローライフ月間中（９月～１１月）に開催されるイベン
ト情報チラシを作成して、小城市内外へ広く周知します。
　スローライフをコンセプトにした事業等を上記３か月間
に開催予定がある団体等の方は、７月１３日（金）までに情
報を下記担当までお寄せください。
※イベント名、日程（時間）及び場所、内容、主催者、問
い合わせ先などを明記してください。（電話、持参、郵送、
ＦＡＸ、メール可）

ゆるやかなスローライフ月間中のイベント情報募集中です！

スローライフの“種”

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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７月２９日（日）は
参議院議員通常選挙の投票日です。

投票時間：午前7時から午後8時まで
【期日前投票】
■期間　７月１３日（金）～７月２８日（土）
■時間　午前８時３０分〜午後８時まで
■期日前投票所　有権者の住所地によって異なります。

※投票所入場券が届いている方は、忘れずにご持参ください。

※投票所入場券がなくても投票所に行って投票できます。

【
不
在
者
投
票
】

　

病
院
又
は
施
設
に
入
院
（
入
所
）

し
て
い
る
場
合
に
、
入
院
（
入
所
）

施
設
が
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
施
設
内
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
又
は
入

院
（
入
所
）
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
が
不
自
由
な
方
（
一

定
の
要
件
あ
り
）
な
ど
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
票
】

　

開
票
は
、
７
月　

日（
日
）午
後
９

２９

時
よ
り
三
日
月
幼
稚
園
遊
戯
室
で
行

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

小
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
小
城
市
役
所
牛
津
庁
舎
内
）

　

緯　

−

８
８
０
６

６３

小城市投票所一覧

投票所の場所（施設の名称）投　票　区
小城公民館（旧小城町中央公民館）第１投票区

小
城
町

小城公民館岩松支館第２投票区
小城公民館晴田支館第３投票区
小城公民館三里支館第４投票区
織島倉庫（旧ＪＡ佐城織島営業所倉庫）第１投票区

三
日
月
町

三日月幼稚園園舎第２投票区

ＪＡさが南部カントリー第３投票区
ＪＡさがみかん撰果場第４投票区
牛津武道館（津武館）第１投票区

牛
津
町

小城市役所牛津庁舎第２投票区
牛津小学校校舎第３投票区

砥川小学校体育館第４投票区
ＪＡさが大豆集荷場（ＪＡさが芦刈支所東県道端）第１投票区

芦
刈
町

小城市役所芦刈庁舎第２投票区
住の江公民館第３投票区

期日前投票所住所地

小城公民館１階小会議室（旧小城町中央公民館）小城町在住者

三日月庁舎２階２−２会議室三日月町在住者

牛津庁舎１階ロビー牛津町在住者

芦刈農村環境改善センターロビー芦刈町在住者

※三日月町第２投票所、牛津町第３投票所及び芦刈町第１
　投票所は、前回選挙（知事選挙）の場所と異なっていま
　すので、ご注意ください。（太字部分）
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最
近
よ
く
日
本
で
発
生
す
る
親

子
が
ら
み
の
重
大
事
件
を
知
る
た

び
に
、
心
が
痛
み
ま
す
。

「
な
ぜ
、
あ
の
子
ど
も
が
母
親
を

殺
害
し
た
の
だ
ろ
う
」
「
な
ぜ
、

３
才
の
子
ど
も
を
あ
の
父
親
は
虐

待
死
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
」
・
・
・

　

今
回
は
、
家
族
の
有
り
様
を
考

え
て
み
ま
す
。

　

家
族
の
基
本
は
「
父
（
夫
）
、

母
（
妻
）
、
子
ど
も
た
ち
と
、
２

組
の
祖
父
母
」
で
し
ょ
う
。

　

社
会
の
中
で
人
と
人
と
が
身
を

寄
せ
合
っ
た
最
も
緊
密
な
集
団
が

「
家
族
」
で
す
。

　

家
族
心
理
学
の
分
野
で
は
「
家

族
機
能
」
に
つ
い
て
次
の
４
点
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

①
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の

「
休
息
の
場
で
あ
り
癒
し
の

場
」
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。

②
家
族
の
前
で
「
感
情
の
表
現
を

自
由
に
で
き
る
」
機
能
を
持
つ
。

家
族
が
楽
し
み
や
怒
り
な
ど
の

感
情
を
共
有
し
、
一
体
化
し
た

家
族
の
感
情
が
生
じ
る
。

③
「
子
ど
も
の
社
会
化
」
を
促
進

す
る
教
育
的
機
能
を
持
つ
。
乳

幼
児
・
児
童
生
徒
に
対
す
る
家

族
の
教
育
的
機
能
の
負
担
は
大

き
い
。

　
　

家
族
は
子
ど
も
を
社
会
か
ら

守
り
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
を
社
会
人
と
し
て
一
人

前
の
人
間
に
育
成
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

④
人
間
と
し
て
の
基
本
的
欲
求
の

一
つ
で
あ
る
「
性
的
欲
求
を
充

足
さ
せ
る
場
」
と
し
て
の
機
能

を
持
つ
。

　

少
し
緊
張
し
た
融
和
性
の
あ
る

家
族
で
は
、
「
夫
婦
･親
子
・
兄

弟
・
嫁
姑
間
な
ど
」
で
イ
サ
カ
イ

や
喧
嘩
が
あ
り
、
や
が
て
仲
直
り

が
で
き
て
共
通
理
解
が
で
き
て
、

家
族
団
欒
で
笑
い
合
い
愛
し
合
い
、

絆
を
確
か
め
合
う
で
し
ょ
う
。

　

私
が
欠
か
さ
ず
に
見
て
き
た
映

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん

一
家
で
も
家
族
団
欒
の
シ
ー
ン
は

定
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寅
さ
ん
が
旅
か
ら
ふ
ら
り
と

帰
っ
て
き
て
、
茶
の
間
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
流
れ
は
笑
い
と
涙
を

誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

妹
の
さ
く
ら
や
、
お
い
ち
ゃ
ん

お
ば
ち
ゃ
ん
、
隣
の
タ
コ
社
長
も

み
ん
な
が
自
分
の
感
情
や
主
張
を

出
し
あ
っ
て
感
心
し
た
り
喧
嘩
し

た
り
笑
い
あ
っ
た
り
す
る
シ
ー
ン

を
見
て
、
私
は
「
家
族
っ
て
そ
う

だ
よ
な
ー
」
と
共
感
し
安
心
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
強
く
緊
張
し
た
家
族
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
サ
カ
イ
や
喧

嘩
が
頻
繁
に
起
こ
り
長
期
間
に
わ

た
り
ま
す
。

　

お
互
い
に
相
手
を
理
解
し
、
認

め
あ
お
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
仲
直

り
は
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
し
、

笑
い
が
あ
る
家
族
団
欒
の
シ
ー
ン

は
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
家
族
の
愛
が
薄
く

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
家

族
の
個
々
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
集

団
の
中
で
、
様
々
な
人
々
と
接
し

て
い
ま
す
。

　

「
大
人
社
会
・
子
ど
も
社
会
」

「
職
場
集
団
・
地
域
集
団
、
学
級

集
団
・
仲
良
し
集
団
」
な
ど
の
中

で
、
親
も
子
ど
も
も
そ
れ
ぞ
れ
が

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
団
の
中
で
は
一
人

ひ
と
り
が
「
安
定
と
不
安
定
」

「
成
功
と
失
敗
」
「
賞
賛
と
叱

責
」
「
勝
利
と
敗
北
」
な
ど
を
常

に
体
験
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
得
た
体
験
を
受
け
止
め

認
め
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
が
失
敗
や

敗
北
・
叱
責
な
ど
の
不
快
感
を
受

け
た
時
に
は
気
持
ち
の
整
理
が
つ

か
ず
混
乱
す
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
、
家
族
の
中

に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
認
め
ら
れ
、

勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
は
そ
れ
を
明
日
に
は
成
功

や
勝
利
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

家
族
が
情
緒
的
に
安
定
し
、
家

族
一
人
ひ
と
り
が
互
い
を
認
め
合

う
と
い
う
家
族
力
は
、
発
達
中
の

子
ど
も
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切

で
す
。

電話によるいろんな悩みご
と相談に対応します。気楽
に電話してください。

心のホットライン 
毎週月曜～金曜（9：30～17：00） 

「つらい、つかれた、どうしたらいいんだろう」と思ったら「つらい、つかれた、どうしたらいいんだろう」と思ったら

電話ください電話ください
ひみつはまもりますひみつはまもります

0120－72－1021 

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
２
回　

〜
家
族
力
は
大
切
〜 ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

詳しい内容のお問合わせは、市教育委員会学校教育課（子ども支援センター）へ　緯７３－８８０７

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう
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＊時間は午後１時３０分から午後３時までです。（第４回は別途お知らせいたします。）
＊講師等の都合により講座等の内容を変更することがありますのでご了承ください。
＊受講希望者はお近くの公民館に申込用紙がありますので、必要事項を記入し小城・三日月・牛津・芦刈の各
　公民館に申し込んでください。
＊託児ルームを用意しております。希望の方は申込書にその旨ご記入ください。
＊５回受講者には修了書を授与いたします。
＊第１回は公開講座となります。
締め切り　７月２０日（金）

場　所内　容講　師開講日

小城保健福祉センター
「桜楽館」

やすらぎのコンサート
～天才ミュージシャン剛志君拍手会～

掛屋剛志くん（中3）
長崎県立佐世保養護学校
中学部３年生

８月８日
水曜日

第1回

牛津保健福祉センター
「アイル」

腎移植とその提供者
～万波先生の病気腎移植をあなたは
どう思いますか～

白水倶弘さん
医師（しらみず診療所）

９月１１日
火曜日

第２回

牛津保健福祉センター
「アイル」

中途失聴者に理解を
要約筆記を広めたい

古賀道子さん
難聴者・中途難聴者協会

１０月１６日
火曜日

第３回

長崎市内　フィールドワーク（現地研修会）時間等詳細は
後日お知らせします。

梅本テル子さん
原爆被害の語り部

１０月２３日
火曜日

第４回

牛津保健福祉センター
「アイル」

DV被害者の支援に向けて
原　健一さん
県DV総合対策センター

１１月１５日
木曜日

第５回

　現在、佐世保養護学校　中学部３年生。視覚障害、知的障害を併せ持ち、小
学部時代を盲学校（時津町）で過ごしました。幼い頃より、音楽に秀でた才能
を発揮し、音楽が大好き、拍手をもらうことが大好きです。独創性のあるピア
ノ、パーカッション、歌とその才能は、図りしれません。オリジナル曲も、
１００曲を超えています。
　２００５年５月、ＮＰＯ法人日本バリアーフリー協会主催の障害者コンサート全
国大会（ゴールドコンサート）にノミネートされ、最年少ながら、オリジナル
曲「むかし」で作曲家の平尾昌晃さんより審査員特別賞を受賞。
　同年８月には、日本テレビ「２４時間テレビ」において、日本武道館で熱唱。
全国から反響が寄せられ、現在は月に３～４回、長崎県内を中心に、遠くは福
岡、島根などでのライブを行っています。
　昨年は、両親が成長の記録をまとめた本「君に逢えて本当によかった」（日
本文芸社）の出版、ＣＤ「やすらぎの時代へ」（ＨＭＳレコード）の発売な
ど、ますます活躍の場が広がってきています。　
　演奏を聴いてもらって、拍手をもらうことが生き甲斐です。

『ぼくの演奏を聴いて上手だったら拍手をください』（本人談）

【問合せ】
　市民課　人権･同和対策室
　（小城庁舎）
　担当　小柳・円城寺
　緯７３－８８００

掛屋剛志くん

【人権学習講座　募集定員７０名　受講料は無料です】

掛屋剛志くんプロフィール

掛屋剛志ライブ掛屋剛志ライブ掛屋剛志ライブ ８月８日（水）13：30　小城保健福祉センター桜楽館
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く
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談 

小
城
市
民
一
日 

行
政
相
談
所
開
設

　

相
談
は
、無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
　

　

平
成　

年
７
月　

日
（
火
）

１９

２４

　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

◇
場
所

　

三
日
月
庁
舎
３
階　

大
会
議
室

◇
参
加
行
政
機
関
及
び
相
談
内
容

・
登
記
：
佐
賀
地
方
法
務
局

・
人
権
・
戸
籍
等
：
人
権
擁
護
委

員
・
県
政
全
般
：
佐
賀
県

・
法
律
相
談
：
佐
賀
県
弁
護
士
会

　

登
記
手
続
等
：
佐
賀
県
司
法
書

士
会

・
心
配
ご
と
相
談
：
小
城
市
社
会

福
祉
協
議
会

・
住
ま
い
の
相
談
：
（
社
）
佐
賀

県
建
築
士
会
・
（
社
）
佐
賀
県

建
築
士
事
務
所
協
会

・
生
活
上
の
困
り
ご
と
：
佐
賀
行

政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
員

・
年
金
相
談
：
社
会
保
険
事
務
所

※
法
律
相
談
は
、
概
ね
１
人　

分
３０

以
内
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
受
付
は
、
当
日
先
着
順
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

庶
務
文
書
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

緯　

−

８
８
０
０

６３

　

総
務
省
佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

　

緯　

−

２
６
５
１

２２
重
度
心
身
障
害
者　
　
 

医
療
費
助
成
受
給 

　
　

資
格
者
証
の
更
新

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

受
給
資
格
の
更
新
手
続
き
を
左
記

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

◎
芦
刈
町
の
対
象
者

【
芦
刈
庁
舎
】

７
月　

日
・　

日

１９

２０

◎
小
城
町
の
対
象
者

【
小
城
庁
舎
】

７
月　

日
（
岩
松
・
三
里
地
区
）

２３

７
月　

日
（
桜
岡
地
区
）

２４

７
月　

日
（
晴
田
地
区
）

２５

◎
牛
津
町
の
対
象
者

【
牛
津
庁
舎
】

７
月　

日
・　

日

２６

２７

◎
三
日
月
町
の
対
象
者

【
三
日
月
庁
舎
】

７
月　

日
・　

日

３０

３１

※
詳
細
に
つ
い
て
対
象
者
に
は
、

事
前
に
通
知
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

山
口　

　

緯　

−

８
８
２
０

７３

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー　
　
 

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン 

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」
を　
 

　
　

策
定
し
ま
し
た

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
市
民
の
皆
様
・
中
学
生

の
意
識
調
査
を
は
じ
め
、
小
城
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
懇
話

会
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
「
さ
く

ら
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
行
政

の
施
策
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

理
解
を
深
め
、
地
域
団
体
や
事
業

者
な
ど
地
域
の
様
々
な
活
動
の
中

で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

多
く
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
内
容
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標

　

『
男
女
が
共
に
認
め
あ
い
、
支

え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市

を
め
ざ
し
て
』

　

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
誰
も
が

そ
の
能
力
を
発
揮
し
、
個
性
に
応

じ
た
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
男

女
が
共
に
慈
し
み
あ
い
、
お
互
い

の
立
場
を
理
解
し
、
認
め
合
い
、

支
え
あ
う
地
域
社
会
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
｣で
は
、
市

民
の
だ
れ
も
が
人
権
と
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
を
深

め
、
『
男
女
が
共
に
認
め
あ
い
、

支
え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城

市
』
を
め
ざ
す
こ
と
を
基
本
目
標

と
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
名
称

　

さ
く
ら
は
、
市
の
木
、
花
で
あ

り
４
月
の
入
学
入
園
時
に
咲
く
花

と
し
て
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
プ
ラ
ン
に
ふ
さ

わ
し
い
こ
と
、
更
に
実
桜
は
さ
く

ら
ん
ぼ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
淡
い

色
の
花
か
ら
、
鮮
や
か
な
色
を
つ

け
、
美
し
い
実
を
結
ぶ
こ
と
を
願

い
、
「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」
と
名
付

け
ま
し
た
。（

市
民
公
募
に
よ
る
）

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
（
喜
）
･坂
田

　

緯　
−

８
８
０
３

６３

　

胃　
−

８
８
０
８

６３

有
料
広
告
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サ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ　
 

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

達
成
し
ま
し
た
！

　

１
年
間
の
歩
数
記
録
を
つ
け
る

こ
と
に
挑
戦
す
る
「
サ
ー
ド
チ
ャ

レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
３
人

の
達
成
者
が
出
ま
し
た
。
達
成
を

記
念
し
て
６
月
８
日
に
市
長
か
ら

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
す
が
、

毎
日
歩
数
記
録
を
つ
け
て
い
く
こ

と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

達
成
さ
れ
た
方
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
続
け
る
コ
ツ
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。

　

第
一
号　

樋
口
正
子
さ
ん
（
芦

刈
町
）
…
身
近
な
景
色
を
見
な
が

ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
歩
い
て

い
ま
す
。　

　

第
二
号　

秋
永
つ
た
江
さ
ん

（
芦
刈
町
）…
毎
週
月
曜
日
の
芦
刈

で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
に
参
加

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
四
季

を
楽
し
み
な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
。

　

第
三
号　

北
島
良
清
さ
ん
（
小

城
町
）
…
朝
と
夕
に
時
間
を
つ

く
っ
て
一
日
一
万
歩
を
必
ず
歩
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
手

軽
に
で
き
ま
す
。
健
康
・
体
力
づ

く
り
の
た
め
、
４
ヵ
月
で
百
万
歩

を
目
指
す
ミ
リ
オ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
係

　

担
当　

古
場
・
小
林

　

緯　

−

８
８
２
２

７３日
々
雇
用
職
員
募
集

■
応
募
資
格　
　

歳
以
上
～　

歳

２０

６４

ま
で
の
方

■
募
集
職
種　

◎
普
通
作
業
員
１
人
（
剪
定
経
験

必
要
）

◎
軽
作
業
員
１
人

■
雇
用
期
間　

平
成　

年
８
月
１

１９

日
～
平
成　

年
１
月　

日
ま
で

２０

３１

■
勤
務
形
態　

月　

日
以
内
（
８

１７

時
～　

時　

分
）

１６

４５

■
勤
務
内
容　

小
城
公
園
及
び
小

城
市
内
観
光
施
設
の
管
理
（
草

刈
・
ゴ
ミ
収
集
・
ト
イ
レ
清
掃

等
）

■
賃
金
（
日
額
）

◎
普
通
作
業
員
（
普
通
作
業
時
８
、

３
５
０
円　

剪
定
作
業
時
１
０
、

０
０
０
円
）

◎
軽
作
業
員　

６
、
６
０
０
円

■
応
募
方
法　

履
歴
書
を
７
月　
１７

日
（
火
）
ま
で
に
提
出
先
へ
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法　

面
接
及
び
実
技
試

験
【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

〒
８
４
５−

８
５
０
１

　

小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地　
２１

　

商
工
観
光
課
（
小
城
庁
舎
南
別

　

館
）
担
当　

江
頭

　

☎　

−

８
８
１
３

７３
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

【
平
成　

年
４
月
か
ら　

歳
以

２０

７５

上
の
高
齢
者
の
加
入
す
る
医
療
制

度
が
変
り
ま
す
。
】

　

こ
れ
ま
で　

歳
（
一
定
の
障
害

７５

の
状
態
に
あ
る
人
は　

歳
）
以
上

６５

の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会

保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加

入
し
な
が
ら
「
老
人
医
療
制
度
」

で
医
療
給
付
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は
新
た

２０

に
創
設
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
よ
り
医
療
給
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ポ
イ

ン
ト

◎
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度

◎
被
保
険
者
と
な
る
の
は　

歳
以

７５

上
（
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
は　

歳
）
の
人

６５

◎
保
険
料
は
原
則
年
金
か
ら
天
引

き◎
制
度
の
運
営
主
体
は
、
佐
賀
県

内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る

「
広
域
連
合
」

▽
広
域
連
合
の
役
割

広
域
連
合
は
、
保
険
料
の
決
定
や

医
療
を
受
け
た
と
き
の
給
付
な
ど
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
主

体
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

▽
市
の
役
割

市
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
事

務
の
う
ち
、
各
種
申
請
や
届
出
の

受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の

窓
口
業
務
や
保
険
料
の
徴
収
を
行

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

〒
８
４
０−

０
２
０
１

　

佐
賀
市
大
和
町
尼
寺
１
８
７
０

　

佐
賀
市
大
和
支
所
内

　

☎　

−
８
４
７
６

６４

有
料
広
告

有
料
広
告

秋永さん　樋口さん　北島さん　（左から）

OPTiブライダル 検 索 

☎（0952）73－4113 
http://www.opti-bridal.com
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佐賀県建築物排水管清掃業登録 
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国
民
健
康
保
険
証 

〈
更
新
の
お
知
ら
せ
〉

　

現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
（
保
険
証
）
は
、

７
月　

日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

３１

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
日

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、

諸
事
情
に
よ
り
お
送
り
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

　

７
月
末
日
ま
で
に
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

　

保
険
証
に
は
個
人
情
報
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証

を
処
分
す
る
と
き
は
十
分
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

（
小
城
庁
舎
）

　

緯　

−

８
８
０
２

７３
老
人
医
療
受
給
者
の
方
へ

　

７
月
は
所
得
の
見
直
し
に
係
る

定
期
判
定
の
時
期
で
す
。

　

負
担
割
合
が
変
わ
る
方
に
は
、

手
続
き
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
定
期
判
定
に
伴
う
場
合
以
外
で

も
、
世
帯
員
に
異
動
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
に
負
担
割
合
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

老
人
医
療
係

（
小
城
庁
舎
）

　

緯　

−

８
８
０
２

７３入
院
時
の
食
事
代 

～
限
度
額
適
用
・
標
準　
 

　
　
　

負
担
額
認
定
証
～

【
認
定
証
は
申
請
し
な
け
れ
ば
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
】

　

入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
、
他

の
診
療
な
ど
に
係
る
費
用
な
ど
と

は
別
に
定
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

通
常
は
一
食
に
つ
き
２
６
０
円

の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
が
、
負

担
区
分
（
所
得
）
に
よ
っ
て
は
申

請
す
る
と
自
己
負
担
額
が
安
く
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
自
動
的
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
申
請
し
て

認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
（
所
得

税
が
非
課
税
の
方
な
ど
）
は
、
左

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
を
持
っ
て
い
て
も
、
入

院
し
た
時
に
病
院
に
提
示
し
な
け

れ
ば
「
一
般
」
の
食
事
代
が
請
求

さ
れ
ま
す
。

　

入
院
し
た
時
は
必
ず
認
定
証
を

提
示
し
ま
し
ょ
う
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
健
康
保
険
証

・
印
鑑

※
手
続
き
は
家
族
の
方
な
ど
代
理

の
方
で
も
で
き
ま
す
。

食
事
の
減
額
は
、
申
請
さ
れ
た
月

の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ
】

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月　

日
ま
で
で
す
。

３１

　

平
成　

年
度
中
に
交
付
を
受
け

１８

た
人
で
、
８
月
１
日
以
降
も
該
当

す
る
方
に
は
、
更
新
の
た
め
の
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
に
同
封
し

て
お
送
り
す
る
「
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

　

老
人
医
療
係
（
小
城
庁
舎
）

　

緯　

−

８
８
０
２

７３国
民
年
金
の
保
険
料

【
国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１

万
４
、１
０
０
円
で
す
】

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
平
成　

１９

２０

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
４
、１
０
０
円

で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成　
２９

年
度
ま
で
に
毎
年
度
月
額
２
８
０

円
（
こ
の
額
は
物
価
指
数
等
に
よ

り
変
動
し
ま
す
）
引
き
上
げ
ら
れ
、

最
終
的
に
月
額
１
万
６
、９
０
０

円
に
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、
年
金
を
支
え

る
力
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

極
力
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
、
将

来
の
保
険
料
額
を
明
確
と
し
た
も

の
で
す
。
な
お
、
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の

１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
世
代
で
も
納
付
し
た
保
険
料

の　

倍
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ

１.７
る
試
算
（
平
成　

年
度
厚
生
労
働

１６

省
試
算
）
と
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
保
険
料
の
納
め
方
】

①
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
の
窓
口
で
納
め
る

　

保
険
料
は
事
前
に
お
届
け
す
る

「
納
付
書
」
で
納
め
ま
す
。
社
会

保
険
事
務
所
の
窓
口
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
な
お
、
お
手
元
に
納
付

書
が
な
い
場
合
は
佐
賀
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
納
め
る

・
社
会
保
険
事
務
所

・
金
融
機
関
の
窓
口

・
小
城
市
役
所
国
保
年
金
課
（
小

城
庁
舎
）
ま
た
は
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
の
い
ず
れ
か
で
口
座
振
替
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で

納
め
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は

「
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sia.go.jp/

（        
 
 
           
）
」

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
社
会
保
険
事
務
所

　

緯　

−

４
１
９
１

３１

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係

　

担
当　

円
城
寺

　

緯　

−

８
８
０
２

７３
あなたの年金記録をもう一度チェックさせてください
～被保険者・年金受給者の皆様へ～　厚生労働省・社会保険庁
この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけ
しておりますことを、心よりお詫び申し上げます。
お客様からのお問合せには真摯に対応いたします。
社会保険事務所の専用窓口にお問合せください。
お電話でのお問合せはねんきんダイヤル（０１２０−６５−７８３０）まで
インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の取
得をご利用ください。（http://www.sia.go.jp）
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地
域
の
監
視
の
目
で 

野
焼
き
・
不
法
投
棄
を 

ス
ト
ッ
プ

　

野
焼
き
、
不
法
投
棄
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
ゴ
ミ
は
小
城
市
ご
み
分
別

カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
分
別
し
て

収
集
日
に
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

※
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
外
焼

　

却
は
犯
罪
で
す
。

　

罰
則
規
定
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
１
、０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
こ
れ

が
併
科
さ
れ
ま
す
。

■
野
焼
き
の
禁
止

　

野
焼
き
を
行
う
と
、
そ
の
臭
い

や
大
量
の
煙
で
周
辺
の
方
々
に
大

変
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
や
小
型

焼
却
炉
、
屋
外
で
ご
み
を
焼
く

「
野
焼
き
」
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
部
例
外
規
定
も
あ
り
ま
す
が
、

例
外
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
行

政
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。　

■
不
法
投
棄
等
を

防
止
す
る
た
め
に
は

　

不
法
投
棄
等
対
策
で
は
、
投
棄

さ
れ
る
の
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
、
お
互
い
に
地
域

を
守
る
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

警
察
等
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
、

不
法
投
棄
を
し
た
人
及
び
野
焼
き

を
し
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場
合

に
は
指
導
等
を
し
ま
す
。

※
野
焼
き
、
不
法
投
棄
を
見
つ
け

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
生
活
環
境
課
（
小
城
庁
舎
）

　

緯　

−

８
８
０
３

７３

■
廃
棄
物
１
１
０
番
（
佐
賀
中
部

　

保
健
福
祉
事
務
所
）

　
 

０
１
２
０−

　

−

５
３
０
１

２６

生
活
排
水
が
、
川
や
海
の

水
を
汚
し
て
い
ま
す

　

川
や
海
が
汚
れ
る
大
き
な
原
因

の
ひ
と
つ
は
私
た
ち
が
毎
日
流
し

て
い
る
生
活
排
水
で
す

　

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
使
っ

て
い
る
水
に
気
を
つ
け
、
み
ん
な

が
環
境
へ
の
気
配
り
を
も
つ
こ
と

が
も
っ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

次
の
「
我
が
家
で
で
き
る
ひ
と

工
夫
」
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
の
家

庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
】

　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　

小
城
庁
舎　

担
当　

秋
野

　

緯　

−

８
８
０
３　
　

７３

我が家でできるひと工夫（チェックしてみよう）

×○食事は食べる分量だけ作り、残らないように
している。

×○食器の油汚れはキッチンペーパーなどでふき
取ってから洗っている。

×○三角コーナーや流しのカゴを設置している。
また、水切り袋などをつけている。

×○米のとぎ汁は（特に最初の濃いもの）は植木
などにやっている。

×○みそ汁、煮物の汁などは流さないようにして
いる。

×○食器洗いにアクリルたわしなどを使い、洗剤
をあまり使わないようにしている。

×○使用済み油は固形化して、燃えるごみに出す。
または市役所などへ持っていく。（※下記参照）

×○風呂の残り湯を洗濯に使っている。

×○洗濯洗剤は計量キャップで計り、使い過ぎな
いようにしている。

食用油（天ぷら油）を収集しています。
　　家庭でいらなくなった使用済みや、期限切れの食用油（天ぷら油）を集めてリサイクルしています。
　　集めた食用油（天ぷら油）は、ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）などの原料になります。
　　現在、市の公用車やごみ収集車でも一部、ＢＤＦを燃料として使っています。
　　収集場所　■小城市役所　各庁舎（小城庁舎北側、三日月庁舎北自転車置場、牛津庁舎東自転車置場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦刈庁舎玄関前）
　　　　　　　■障害者就労支援事業資源物収集所（小城町畑田－小城消防署北分署南倉庫）です。
　　【問合せ】生活環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）緯７３－８８０３　担当　大島
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供
共
に
地
域
を
考
え
、
共
に
地
域

で
実
行
し
ま
し
ょ
う
僑 

小
城
市
協
働
の
指
針 

策
定
懇
話
会
委
員
を 

募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
総
合
計
画
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
供
参

画
と
協
働
僑
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、供
共
に
つ
く
る
新
し
い
ま

ち
僑
と
い
う
政
策
の
も
と
市
民
の

皆
様
と
行
政
と
の
協
働
の
体
制
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
総
合
計
画
で
は
、

施
策
毎
に
期
待
さ
れ
る
多
様
な
主

体
と
の
協
働
の
イ
メ
ー
ジ
も
明
示

し
、
小
城
市
の
将
来
像
に
向
け
、

市
民
･団
体
･企
業
･行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
と
、
新

た
な
公
共
空
間
の
形
成
及
び
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

「
小
城
市
協
働
の
指
針
」
（
取
る

べ
き
態
度
や
進
む
べ
き
方
向
を
示

す
方
針
）
を
、
本
年
度
、
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
指
針
策

定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

小
城
市
内
在
住
あ
る

い
は
市
外
の
方
で
小
城
市
内
に
勤

務
又
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
平
成　

年
１９

４
月
１
日
現
在
満　

歳
以
上
の
方
。

１８

　

た
だ
し
、
既
に
他
の
審
議
会
等

の
委
員
に
就
任
さ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
懇
話

会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
会
議
は
、
１
回
当
た
り
２
時
間

程
度
で
、
年
間
５
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

報
酬
の
有
無　
　

有
（
１
回
あ
た
り
５
、１
０
０
円
）

募
集
期
間　
　
　
　

７
月
５
日（
木
）～

７
月　

日（
火
）

３１

応
募
方
法　

次
の
事
項
を
官
製
は

が
き
又
は
任
意
の
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
持
参
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〈
記
入
事
項
〉

①
住
所　

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
生
年
月
日　

④
電
話
番
号

⑤
性
別

⑥
ま
ち
づ
く
り
団
体
名
（
活
動
さ

れ
て
い
る
方
の
み
記
入
）
及
び
職

業
（
お
勤
め
の
場
合
は
勤
務
先
）

⑦
応
募
の
動
機
（
協
働
に
対
す
る

意
見
等
）
２
０
０
字
程
度　

選
考
結
果　

８
月
中
旬
、
直
接
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
者
が
募
集
人
員
を

超
え
た
と
き
は
、
選
考
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
合
せ
】

　

〒
８
４
９−

０
３
０
２

　

小
城
市
牛
津
町
柿
樋
瀬
１
１
０

　

０−

１

　

小
城
市
役
所　

総
務
部　

企
画

　

課　

市
民
協
働
推
進
係

　

担
当　

森
永
（
健
）

　

緯　

−

８
８
０
３　

６３

　

胃　

−

８
８
０
８

６３

　

E-m
ail:kikaku@

city.ogi.lg.j

   
           
             p  

小
城
市
文
化
連
盟
役
員 

改
選
の
お
知
ら
せ

　

前
会
長
於
保
芳
彦
氏
は
、
小
城

市
合
併
に
伴
い
、
文
化
芸
術
振
興

の
た
め
、
ま
た
４
町
事
務
要
領
統

合
の
た
め
に
指
導
育
成
を
重
ね
、

大
変
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
じ
く
（
旧
）
常
任
理
事
、

監
事
の
方
も
前
会
長
と
共
に
大
変

に
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
紙
面
を
借
り
ま
し
て
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
選
に
伴
い
新
役
員
誕
生
を
下

記
の
と
お
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

「
み
ん
な
で
活
動
、
み
ん
な
で

楽
し
む
供
文
化
の
に
お
い
の
す
る

街
づ
く
り
僑
」
に
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

生
涯
学
習
課
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

田
中

　

緯　

−

８
８
０
８

７３

新役員旧役員役職
相浦　　實於保　芳彦会長
稗田　迪雄於保　芳彦副会長
大石　芳紀古川　清彦常任理事
北島　文子岩松　要輔　
土橋　敏孝古賀　鈴子　
西岡　冨子伊東　幸子　
中野　範子木村佐起子　
相原　一郎西岡　冨子監査
田中　清徳古賀　一正

ルールを守って楽しい花火
１　花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。
２　花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある場所で遊んだ
りしないようにしましょう。

３　手持ちの筒花火は、手の位置に注意しましょう。　
４　風の強い時は、花火遊びはやめましょう。　　
５　水を用意しましょう。
６　子供だけでの花火遊びは絶対にしないようにしましょう。
７　たくさんの花火に、一度に火をつけないようにしましょう。
　　１本ずつ遊びましょう。
８　正しい位置に正しい方法で点火してください。
９　筒もの花火は点火する時も、途中で火が消えてしまっても決し
て覗いてはいけません。

１０　花火をポケットに入れてはいけません。
１１　花火をほぐして遊ぶことは危険です。絶対にしてはいけません。

花火遊びは、迷惑にならない場所と時間と後始末
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「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た

　

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は

現
在
子
育
て
中
の
方
、
初
め
て
の

出
産
・
子
育
て
を
経
験
さ
れ
る
方
、

ま
た
慣
れ
な
い
土
地
で
新
し
い
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
方
な
ど
、
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
小
城

市
の
子
育
て
に
関
す
る
事
項
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

配
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母
子

手
帳
交
付
の
と
き
、
転
入
届
の
と

き
、
乳
児
検
診
の
と
き
等
に
お
渡

し
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は

総
合
窓
口
（
各
庁
舎
）
、
母
子
保

健
係
（
三
日
月
庁
舎
）
、
こ
ど
も

課
（
小
城
庁
舎
）
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
く
ら
し
の
情
報
ガ
イ
ド
」
健

康
・
福
祉
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

平
川
・
柳
川

　

緯　

−

８
８
２
１

７３

供
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
僑

に
御
協
力
を

−

第　

回
供
社
会
を
明
る
く 

５７す
る
運
動
僑
に
当
た
っ
て−

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

供
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
僑
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

や
非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
関
係
機

関
・
団
体
だ
け
で
な
く
、
地
方
公

共
団
体
や
様
々
な
民
間
団
体
の
参

加
・
協
力
の
下
、
毎
年
７
月
を
強

調
月
間
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、

本
年
で
第　

回
を
迎
え
ま
す
。

５７

　

本
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
犯
罪
や
非
行
に
対

す
る
不
安
感
が
社
会
全
体
に
広

が
っ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
な
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
取
組
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
御

自
身
の
、
地
域
に
対
す
る
思
い
と

積
極
的
な
参
加
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
本
年
は
、
統
一
標
語
を

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ

う
立
ち
直
り
」
と
し
、
幅
広
く
国

民
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
、
地
域
や
そ
こ
に

住
む
人
々
へ
の
思
い
を
胸
に
、
本

運
動
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑

止
す
る
力
を
養
い
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
作
り
を
進
め
る
た
め
の
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

法
務
大
臣　

長
勢
甚
遠

　

子
ど
も
達
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
！

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」　 

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
自
転
車
」

　

芦
刈
町
の
協
力
者
募
集 

　

小
城
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

芦
刈
地
区
青
少
年
育
成
会
で
は
、

子
ど
も
達
を
犯
罪
か
ら
守
り
、
よ

り
良
い
地
域
交
流
活
動
を
進
め
る

た
め
の
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
芦
刈
公
民
館
係
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

　

芦
刈
町
内
で
よ
り
多
く
の
「
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
」
事
業
協
力

者
を
募
集
し
ま
す
。
芦
刈
町
を
黄

色
の
旗
で
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ

う
！

■
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
自
転
車

　

牛
津
駅
や
小
城
駅
に
長
期
間
放

置
さ
れ
、
持
ち
主
の
現
れ
な
か
っ

た
自
転
車
を
子
ど
も
達
の
安
全
等

を
目
的
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で

す
。

（
利
用
対
象
者
）

・
防
犯
意
識
を
高
め
、
事
件
・

事
故
の
防
止
の
た
め
に
自
ら

芦
刈
町
内
の
巡
回
を
希
望
す

る
方
。

・
公
共
交
通
機
関
（
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
等
）
を
利
用
さ
れ

る
方
で
、
自
宅
ま
で
の
帰
宅

手
段
が
な
い
方
。

・
芦
刈
町
内
散
策
あ
る
い
は
観

光
目
的
で
来
町
し
た
方
で
、

実
施
主
旨
に
賛
同
す
る
方
。

【
問
合
せ
】
芦
刈
公
民
館
係

　

担
当　

渡
瀬
・
南
里　

　

緯　

−

１
２
１
６

６６

ボク達を地域で
守ってね！

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５ｃｍ×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５ｃｍ×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　副田　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp
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の
話
題

スクッピト Topix

あんなこと

こ
んなこと

新新新発見ま
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平
成　

年
春
の
叙
勲
で
、
石
井

１９

祐
嗣
さ
ん
（
元
牛
津
町
長
）
、
川

副
四
郎
さ
ん
（
元
小
城
市
議
）
が

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）
、

岸
川
英
利
さ
ん
（
佐
賀
大
学
名
誉

教
授
／
小
城
町
）
が
瑞
宝
中
綬
章

（
教
育
研
究
功
労
）
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

 

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

春
の
褒
章
で
は
古
賀
照
子
さ
ん

（
小
城
町
）
が
藍
綬
褒
章
（
更
生

保
護
功
績
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
政
功
労
者
表
彰
（
地

方
自
治
）
で
伊
東
猛
彦
さ
ん
（
三

日
月
町
）
、
中
島
正
之
さ
ん
（
芦

刈
町
）
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

中島正之さん

　

６
月　

日
、
安
倍
総
理
大
臣
が

１６

小
城
市
で
田
植
え
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
月
町
久
本
の
大
島
信
之
さ

ん
の
水
田
に
到
着
し
た
総
理
は
、

Ｊ
Ａ
さ
が
の
作
業
服
姿
で
田
植
え

機
に
乗
り
、
約　

ｍ
を
往
復
し
て

３０

「
夢
し
ず
く
」
の
苗
を
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
農
業
者
と
の
懇

談
会
も
行
わ
れ
、
農
業
者
の
意
見

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

安
倍
総
理
大
臣
が

田
植
え

　

６
月　

日
に
市
内
の
幼
稚
園
と

１３

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
の
植
え
付
け
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

に
農
業
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

小
城
市
の
農
村
青
年
ク
ラ
ブ
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
を
３
本
ず
つ
分
け
て
も
ら
い
、

農
村
青
年
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に

教
わ
り
な
が
ら
の
植
え
付
け
体
験

で
し
た
。

　

秋
に
は
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
み
ん
な
で
収
穫
す
る
予
定

で
す
。

 

園
児
た
ち
が
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
を
植

え
付
け

伊東猛彦さん 古賀照子さん

岸川英利さん 川副四郎さん 石井祐嗣さん

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
中
綬
章

藍
綬
褒
章

県
政
功
労
者
表
彰

県
政
功
労
者
表
彰
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表
紙
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
５
月　

日
、
「
小
京
都
小

２６

城
ホ
タ
ル
の
里
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
汗
ば
む
陽

気
の
中
、　

㎞
、　

㎞
、
６
㎞

２０

１０

の
部
に
約
８
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
じ
日
に
は
、
天
山
酒
造
で

ホ
タ
ル
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
、
公

民
館
晴
田
支
館
で
普
茶
料
理
お

ぎ
春
香
会
の
主
催
に
よ
る
普
茶

料
理
の
食
事
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
月　

日
か
ら　

日

２１

２７

の
間
、
小
柳
酒
造
で
は
天
山

 

ホ
タ
ル
の
里
ウ
ォ
ー
クア

ー
ト
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、

様
々
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

三
日
月
ジ
ュ
ニ
ア

卓
球
ク
ラ
ブ
遊
卓
館

が
九
州
大
会
に
出
場

　

６
月
２
日
に
行
わ
れ
た
全
国

ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
佐
賀
県
予

選
で
、
三
日
月
町
ジ
ュ
ニ
ア
卓

球
ク
ラ
ブ
遊
卓
館
が
女
子
団
体

の
部
で
２
位
と
な
り
、
５
月
に

行
わ
れ
た
個
人
戦
に
お
い
て
予

選
を
突
破
し
た
４
人
と
共
に
８

月
４
～
５
日
に
宮
崎
市
で
開
催

さ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

遊
卓
館
は
平
成　

年
に
発
足

１５

し
、
毎
週
３
回
、
三
日
月
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
三
日
月

小
学
校
の
生
徒
を
中
心
に
現
在

　

人
が
練
習
し
て
お
り
、
ク
ラ

２３ブ
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
緯　

−

３
５
１
０

７３

小
島
さ
ん
ま
で

W
elcom

e
to

 
 
     
     

O
giC

ity

 
    
    

　
（
小
城
市
へ
よ
う
こ
そ
！
）

　

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
メ
モ
リ
ア

ル
基
金
に
よ
る
日
米
教
育
委
員

会
、
米
国
教
育
者
招
聘
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て　

人
の
教

２０

育
関
係
者
の
方
々
が
６
月　

日
１８

か
ら　

日
ま
で
、
小
城
市
を
訪

２４

れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、

小
城
市
の
教
育
を
は
じ
め
、
歴

史
文
化
、
自
然
、
産
業
に
つ
い

て
学
び
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
を
通
し
て
市
民
と
交
流

し
ま
し
た
。

 

表
彰
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

行
政
相
談
員
と
し
て
、
永
年

活
躍
さ
れ
た
松
本
和
行
さ
ん

（
牛
津
町
）
が
、
九
州
管
区
行

政
評
価
局
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
、
国
民
か
ら
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
関

係
行
政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て

公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
必
要

な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
国
民
の
声
を
行
政
の
制

度
及
び
運
営
の
改
善
に
活
か
し

ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
民
間
の
有
識
者
の
方
々
の

中
か
ら
委
嘱
し
て
お
り
、
県
内

で
は
、　

市
町
に　

人
の
委
員

２３

５６

を
配
置
し
、
国
民
に
と
っ
て
行

政
と
の
最
も
身
近
な
パ
イ
プ
役

と
し
て
苦
情
等
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は
、　

年
４
月
か

９６

ら
現
在
ま
で　

年
間
、
行
政
相

１１

談
員
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た

ホタルの里コンサート

普茶料理食事会 天山アートフェスタ
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小城市民病院院長 
　　　　佐藤　彬 

お年寄り
　　　夏の健康法
お年寄り
　　　夏の健康法

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話

で宿日直医師の診療科をお問合せください。

　専門外の疾病の場合は、診療できませんの

でご了承ください。　

小城市民病院　緯７３－２１６１

加
齢
と
身
体
の
変
化

　

お
年
寄
り
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
夏
に
体
調
を
崩
す
事
が
良
く

見
ら
れ
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
変
化

は
、
じ
わ
じ
わ
と
来
て
い
る
の
で
、

気
づ
か
な
い
事
が
多
い
よ
う
で
す
。

適
度
な
運
動
は
大
切
で
す
が
、
特

に
夏
は
疲
れ
を
感
じ
た
ら
体
を
休

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
渇
き
を
感

じ
る
前
に
定
期
的
に
水
分
を
補
充

し
ま
し
ょ
う
。

水
分
の
補
充

　

ど
れ
く
ら
い
水
分
を
摂
れ
ば
良

い
か
と
い
う
と
、
１
日
で
約
１
、

０
０
０
㎖
で
す
。

　

１
日
に
出
て
い
く
水
分
は
、
尿
、

便
で
１
、
５
０
０
㎖
、
呼
吸
、
発

汗
、
体
温
調
節
で
約
１
、
０
０
０

㎖
の
計
２
、
５
０
０
㎖
。
入
る
量

は
食
べ
物
で
１
、
５
０
０
㎖
で
す

か
ら
、
１
、
０
０
０
㎖
補
給
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
コ
ッ
プ
１
杯
が

１
８
０
～
２
０
０
㎖
で
す
か
ら
、

１
日
最
低
で
コ
ッ
プ
５
～
６
杯
は

必
要
で
す
。
そ
の
う
ち
寝
る
前
に

１
杯
（
睡
眠
中
の
脱
水
予
防
の
た

め
）
と
、
朝
起
き
て
す
ぐ
１
杯

（
起
床
時
が
最
も
脱
水
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
）
が
大
切
で
す
。

炎
天
下
で
の
水
分
補
充

　

出
来
れ
ば
炎
天
下
は
避
け
た
い

も
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
必
要

な
時
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
の
ど
が
渇
い
て
無
く
て

も　

分
に
１
回
は
コ
ッ
プ
１
杯
の

３０
水
分
を
補
充
し
て
く
だ
さ
い
。
が

ぶ
飲
み
は
有
害
で
す
。
１
回
に
吸

収
さ
れ
る
水
分
量
は
２
０
０
～
２

５
０
㎖
で
す
。
コ
ッ
プ
１
杯
が
丁

度
良
い
量
で
す
。　

分
以
上
活
動

３０

す
る
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

が
必
要
で
す
。

脱
水
の
兆
候
、
症
状

　

兆
候
と
し
て
は
、
尿
が
少
な
く

濃
ゆ
く
な
る
。
皮
膚
の
乾
燥
、
め

ま
い
が
あ
り
、
こ
の
兆
候
が
あ
れ

ば
体
を
冷
や
し
水
分
を
補
充
し
て

く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
進
む
と
体
温

の
上
昇
が
来
ま
す
。
こ
う
な
れ
ば

至
急
、
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
さ
ら
に
進
み
意
識
が
も
う
ろ

う
と
な
れ
ば
、
救
急
車
を
呼
ば
ね

ば
い
け
な
い
状
態
で
す
。

夏
の
食
事

　

夏
は
食
欲
が
落
ち
が
ち
で
す
か

ら
、
栄
養
分
の
摂
取
に
工
夫
し
て

く
だ
さ
い

・
３
食
き
ち
ん
と
摂
る

　
　

ど
う
し
て
も
入
ら
な
い
時
は

バ
ナ
ナ
１
本
と
か
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
に
果
物
を
つ
け
て
食
べ
る
、

お
菓
子
を
つ
ま
む
な
ど
食
事
抜

き
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
に
も工

夫
を

　
　

お
か
ゆ
は
い
け
ま
せ
ん
。
お

か
ゆ
は
噛
ま
ず
に
飲
み
込
み
ま

す
か
ら
胃
腸
に
負
担
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
軟
ら
か
め
の

ご
飯
を
良
く
噛
む
か
、
せ
め
て

具
の
入
っ
た
、
お
じ
や
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ソ
ー
メ
ン

な
ら
、
卵
と
か
し
い
た
け
、
ネ

ギ
な
ど
を
入
れ
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　
　

冷
や
や
っ
こ
に
色
ん
な
も
の

を
添
え
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
の
一

品
料
理
を
利
用
す
る
の
も
気
分

転
換
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
は
野
菜
を
付
け
加
え
る
と

効
果
的
で
す
。

・
食
欲
の
出
る
工
夫
と
し
て
は

梅
干
し
が
最
適
で
す

　
　

唾
液
、
胃
液
の
分
泌
が
促
進

さ
れ
ま
す
し
、
疲
労
回
復
に
良

い
ク
エ
ン
酸
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
塩
分
で
す
が
、
１
日

１
個
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
、
酢
、
レ
モ
ン
や
香
味

野
菜
（
し
ょ
う
が
、
み
ょ
う
が
、

紫
蘇
、
ね
ぎ
）
な
ど
も
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
油
も
大
切
で
す

　
　

１
日
１
回
は
少
量
で
も
摂
取

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
が
簡
単
で

す
。

ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

・
外
気
温
と
の
温
度
差
を

５
度
以
内
に
す
る

　
　

余
り
差
が
あ
る
と
、
自
律
神

経
が
狂
い
体
調
を
崩
し
夏
風
邪

の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
寝
る
時
は
、　

度
２８

　
　

ク
ー
ラ
ー
の
温
度
に
は
、　
２４

度
と　

度
の
２
つ
の
節
目
が
あ

２８

り
ま
す
。

　
　
　

度
以
下
だ
と
体
は
寒
さ
に

２４
対
し
熱
を
た
め
込
む
よ
う
に
働

き
逆
効
果
で
す
。　

度
は
体
か

２８

ら
熱
を
発
散
す
る
丁
度
良
い
温

度
で
す
。

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
夏
に
、
本
誌
で
「
夏

の
健
康
」、「
夏
と
脳
梗
塞
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

お
年
寄
り
の
夏
の
健
康
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話

で宿日直医師の診療科をお問合せください。

　専門外の疾病の場合は、診療できませんの

でご了承ください。　

小城市民病院　緯７３－２１６１
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訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　緯７３－８８００

困った時は早めに相談！！
まずは電話で相談してね！

 だまされない　ともちゃん

  相談事例
　突然、作業服を来た男性が「電気温水器の点検に来た」と言って訪問してきた。点検をしてもらうと、「こ
んなに汚れていた」と汚れた水の入った洗面器を見せられ、３万円請求され支払った。領収書を要求したが、
後日会社から郵送すると言って帰っていった。その後、お湯が出なくなったため電力会社に問い合わせたとこ
ろ、「お客様からの依頼がない限り点検は行っていない」と言われた。点検にやってきた男は名札着用や名刺
交付もなく、会社名も分からない。

トラブルにあわないために･･･
１．訪問してきた人に身分証明書、名刺等の提示を求めましょう。
２．不審な点があれば、関係機関に連絡し確認しましょう。
３．突然訪問してきて、その場で契約を迫るような業者や次々に契約をさせる業者には
注意しましょう。
４．契約は急がずに、きちんと見積りをとって他の業者と比べるなど、十分検討するようにしま
しょう。
５．契約する前に契約内容（価格・工期・工事内容・支払方法等）をしっかり確認しま
しょう。
６．作業中は現場に立ち会って作業内容の説明を受けましょう。
７．点検商法は訪問販売にあたりますので、契約書面を受け取った日を含めて８日以内であ
ればクーリング・オフできます。

点検商法にご注意！！
点検は単なる口実では

不安をあおって契約を

急がせる業者は要注意
電気温水器の
点検に来ました。
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身体に障害のある方の
ための職業訓練受講者募集
～身体障害者向けパソコン事務科～
○対象者　身体障害者で仕事を
お探しの方
○定員　１０名
○訓練期間　平成１９年９月４日
（火）から１１月３０日（金）までの予
定　※原則として、日・月・祝
日休み
○訓練場所
福祉作業所・ギャラリー　ちゅ
うりっぷのうた
（杵島郡江北町山口１３９９－１）
○受講料　無料（ただし、テキ
スト代が必要です）
○申込み方法　願書を平成１９年
８月１日（水）までに最寄りのハ
ローワークに提出してください。
問合せ先
最寄りのハローワークもしくは
佐賀県障害福祉課就労支援室
緯0952－25－7143
思0952－25－7302

日帰りサマースクールの
ボランティア募集！

　金立養護学校に通う子どもた
ち（小城市内）の夏休み日帰り
サマースクールにボランティア
で参加してみませんか？一日だ
けの参加でもＯＫです。
８月１日（水）１０：００～１２：００
プール遊び（佐賀市健康運動セ
ンター）
８月８日（水）１０：００～１４：００
お買い物（大和ジャスコ）
８月２２日（水）１０：００～１６：００
バス旅行（ハウステンボス）
８月２９日（水）１０：００～１４：００
カレー会（ドゥイング三日月）
問合せ先　小城市社会福祉協議
会　ボランティアセンター　
緯73－2700　担当　船津
主催　金立養護学校保護者会
　　　（小城の会）

「福祉マンパワー
合同就職面接会」

～福祉の就職総合フェア
２００７～開催のお知らせ
○日時　７月２１日（土）１２：３０
　～１５：３０（１５：００受付終了）
○場所　佐賀市城内２－１－３５
　市村記念体育館
（ご来場の方は、公共交通機関
をご利用ください）
○内容　参加者と参加企業との
面接会。福祉に関連する資格や
その取得方法並びに福祉施設に
おける職種や仕事内容について
の相談
○参加者　
①お年寄りの施設、子どもの施
設、障がいを持った方の施設、
病院、在宅ケアなどの仕事を
求める方
②福祉に関連する資格取得方法
や仕事の内容について知りた
い方
③平成２０年３月新規大学、短期
大学、専修学校等の卒業予定
者で①及び②を希望する学生
等
④大学、短期大学、専修学校等
の進路指導担当者等
○参加企業
老人福祉施設、老人保健施設、
児童養護施設、知的・身体障が
い者施設、病院、在宅介護サー
ビス事業所
問合せ先
佐賀公共職業安定所（福祉重点
公共職業安定所）
佐賀市成章町５－２１
緯24－4362

佐賀中部広域連合嘱託
職員募集

業務内容　介護保険法に基づく
要介護認定に関する業務（審査
業務）
採用人員　１名
雇用期間　平成１９年９月１日か
ら平成２０年３月３１日（但し、２か
月間は、試用期間となります。）
応募資格　次のいずれにも該当
する方
１　年齢３５歳未満の方
２　佐賀中部広域連合域内在住
　の方
３　保健師の資格及び普通自動
　車運転免許取得の方
応募期限　平成１９年７月２０日
報酬　月額１９０，０００円（時間外
勤務手当の支給有り）
勤務時間　午前９時から午後５
時まで、土日を除く。
応募方法　次の書類を揃えて、
郵送するか佐賀中部広域連合ま
でご持参ください。
市販の履歴書（顔写真貼付）
保健師の資格を証明する書類の
写し
問合せ先　〒８４０－０８３１佐賀市
松原四丁目２番２８号
佐賀中部広域連合認定審査課　
緯40－1132

佐賀県の最低賃金
　平成１８年１０月１日から最低賃
金が時間額６１１円となりました。
　なお、精皆勤手当、通勤手当、
家族手当及び時間外手当は算入
されません。
問合せ先　佐賀労働局労働基準
部賃金室　緯32―7179

若者自立支援セミナー
セミナー①　「職業ふれあいセ
ミナー」　―建設業―
講師　松尾　和信氏
松尾建設㈱　人事部
日時　７月１９日（木）１４時～１６時
セミナー②　「自分みがきセミ
ナー」　―｢仕事と自分｣につい
て語りましょう―
講師　白梅　英子氏
　（ル・レープ代表）
日時　７月２６日（木）１４時～１６時
受講料　無料
定員　各３０名　（申し込み順）
会場　雇用・能力開発機構　佐
賀センター
問合せ・申込み先　雇用能力開
発機構佐賀センター　
緯26－9498中小企業退職金共済制度

　この制度は、中小企業で働く
従業員のための外部積立型の国
の退職金制度です。掛金助成や
税法上の優遇など、有利な特典
があります。
問合せ先　
（独）勤労者退職金共済機構　
　中小企業退職金共済事業本部
緯03ー3436ー0151
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Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき 人のうごき 
平成１９年６月１日現在（前月比）

46,826人
22,177人
24,649人
14,564　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－12）

（－9）

（－3）

（＋6）

住民基本台帳 
にもとづく 

患者・家族講座のご案内

どうぞお気軽に参加してください。
対象者　精神障害者（主に統合失調症）や家族
の方
場　所　佐賀中部保健福祉事務所　別館
時　間　１３：３０～１６：００（受付１３：００～）
※参加希望の方は８月３日（金）までに申し込
んでください。
問合せ・申込先
佐賀中部保健福祉事務所　精神保健福祉担当
緯0952－30－1691

内容日時

統合失調症とは？
その治療について（精神科医師）

平成１９年
８月７日（火）

統合失調症の
リハビリテーション

（精神科作業療法士）

平成１９年
８月２１日（火）

家族の対応の仕方
（精神科作業療法士）

平成１９年
９月４日（火）

福祉制度の利用について
（精神科ケースワーカー）

平成１９年
９月１８日（火）

社会復帰に向けて
（障害者職業センターカウンセラー、

保健福祉事務所　保健師）

平成１９年
１０月２日（火）

平成１９年度　林業教室（一般コース）
の生徒を募集します

　県では、一般県民を対象に森林の手入れに関
する基礎的な林業技術や林業経営について学ぶ
林業教室を実施します。募集資格は問いません。
これから林業経営を始めたい方、森林ボラン
ティアに参加してみたい方等の森林・林業に関心
をお持ちの方ならどしどしお申し込みください。
主催　佐賀県　林業課
とき　８月２６日（日）開講（１２月１６日までの期
間中５回開催予定９：００～１６：００）
ところ　林業試験場（佐賀市大和町）など
応募方法　お申し込みは電話・ＦＡＸ・はがき
のいずれでも結構です。（ＦＡＸ又ははがきで
申し込まれる方は、市町名、氏名、連絡先電話
番号を必ず書いてください。）
募集期限　７月３１日（火）
問合せ　佐賀県庁　林業課　専門技術員
〒８４０―８５７０佐賀市城内１丁目１番５９号
緯25－7132　思25－7283

２００７江里山蕎麦の会会員募集
　貴方も江里山の棚田で蕎麦づくり体験をしま
せんか。この会は営利を目的とせず、小城市ま
ちづくり発展のために集まる会です。作業は７
月上旬の草刈からスタート。蕎麦蒔き、刈り取
り、脱穀など月一回ほどの作業を経験したあと、
１２月には新蕎麦を手打ちで試食します。
参加費　２５００円　募集人数　２５人
連絡先　田中正照　緯66－0826

第１１回祇園コンサートのお知らせ
日時：平成１９年７月２８日（土）
　　　開場１８：００　開演１８：３０
会場：小柳酒造㈱　高砂本蔵（小城町９０３番地）
主催：小城町人づくり塾
入場：先着１２０名　入場無料
出演：中村バンド（ジャズ演奏）
　　　＆森信子（ボーカル）
問い合わせ：小柳酒造㈱　　緯73－2003
駐車場：限りがございますので車の方はなるべ
く乗り合わせてお越し下さい。
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小城市市民憲章 小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 

（
毎
月
５
日
、
２
０
日
発
行
） 

オリジナル切手「薫風新都・小城」発売オリジナル切手「薫風新都・小城」発売
くんぷうしんと お  ぎ

　小城郵便局では小城市と連携し、小城の名所・風物等で製作し
たオリジナル切手「薫風新都・小城」を５月２５日から１シート
１，２００円（８０円切手１０枚）３，０００シートの限定で販売しています。
　小城市内の郵便局及び佐賀中央郵便局でお買い求めください。

【問合せ】小城郵便局　緯７３－２８０１


